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秋田県に於ける玉ちしやの作型と品種に関する試験

音　　盤　　伝　　悦・明　　沢　　誠　　二

（秋田県農試）

1．　緒　　　　　管

玉ちしやの生育に通する温度は遁一加Cで花芽の分化

抽苔はいずれも王として高温条件によって支配されその

感応度合は品種によって異なる．又低温になれば生育が

遜れ5℃以下になると発育が停止するとされている．従

って立ちしやの栽培上の制限凶子としては夏季の高温に

よる早期化l台及び仇敵の多発．晩秋季の低温による生再

の避延が考えられ栽培上鉢底時期及び品種の遠走が生姜

である・こうした観点に立って玉ちしやの本県地方での

栽培法を確立するためその作製及び適品種を明らかにす

る目的で廻釦年以来試験を実施しているが現在迄に行っ

た試験の結果について報告する．

2・　試　験　成　績

1　春作の逸品踵逸足試験

u）目的と方法

春作に通する品性を知るためクレイトレイクス8伍他

8品種把つレTでb月旭日播種し抽卓，転球の野庭．腐敗の

発生等について比段検討した．1区18株供試2区制で実

施し次の耕種板崇によって栽培した．

耕撞就袈：播種から定粗造は持味で育由，本染∠－3

枚の頃1也仮臆し本業5－6枚の頃瞳巾釦劇X株陶釦皿

に定胸Ld当堆肥加い帆　その他化学肥料で〟2・lb g

l．0句　タ0・電極を施用した・

扮　試駁無臭と考敵

襲1品超別収機の内訳
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抽 苔 挙 結 球

円 花

塾 長

新

版

準

収

穫

挙

結

球

董個　 数 ㈱

クレイトレイカク‰ 0 ．5 2 ・8
cm

4 ．1
％

2 ．2

％

75 ．0
g

盟 0

クlノイ トレイク 0 0 6 ・8 心 ．7 鵬 ．7 反妃

クレイ トレイク　 54 1．5 B ・4 8 ．9 お ．8 盟 ．3 亜 8

クレイトレイク　 n 8 0 0 4 ．5 訪 ．9 位 ，4 缶 0

イ ンペ ソ丁 ノレ 亜 6 ・5 三好・1 5 ・5 主8 ．8 讃），b 4随

イ ン べ リア ノレ抄打 1 5 ・6 5 ■2 2 7．8 66 ．7 4 10

こ こL － ヨ ーク 5 15 11 61 ．1 5 ．2 盗 ．0 盟 ．2 詔 7

ベ ン1 ／ イ ク 0 0 5 ．1 鍔 ．7 83 ．3 似

試験結果の祝賀は衰lK示す通力で，ニューコープも15，

イ／べリアル劇は出告が早くインペリアル朗汀，ペンレイ

クは佑確円で花塾が伸長しており梅坪熱度はネ良であっ

た・クレイトレイク糸軌は潤色が趣く総称円での花塾長

が小さく特にクレイトレイク故おは結球重鞄で総培緊度

が最も良かった．

a　春作の播種蝕に馳する試験

仙　目的と方法

春作の追払独創を明らかにする為品種クレイトレイク

訣S　を供して2月25日から5月10日に至る期間に7回の

播種期を設け拙者腐敗の進展状況について検討した．1

区は株供試2区制で実應し耕撞法は試験1と同一．2月

2日］ヒ　3月遁日払は温殊で肯昏し他は冷味で背由した．

¢）試験結果及び考察

試駿桔巣の執着は衷2忙示す通りであり2月訪日－4

月10日の各描桂では花垂の伸長抽苔がおこらす結球緊度

の良い完全結球を収穫することが出米た．

表2　掻機動別収詠の円訳

播 種 期

抽 花 腐 収 上 鮨

収 穫 期苔 垂 放 穣 物 球

．率 長 串 準 畢 重

2 月 2 5 日
％ l：m ％ ％ ％ 遥

6 月 1 0 日】0 5 ・6 9 4・4 100

8 月 1 5 日 10
－

19 ．4 釦 ・6 1∞ 劇 6 月 1 8 日

4 月　 1 日 0 16 イ 錮 8 100 6番 7 月 1 4 ヒ1

4 月 1 0 日 0 4．2 11．1 ぬ ・9 1即 6∈お 7 月 1 8 日

4 月 2 0 日 0．6 9．6 あ．1 貞過 8 頂．0 迂路 8 月　 1 日

5 月　 1 日 2 ・8 10，8 6 1．0 8 6 ．1 3 ．1 4の 8 月　 6 日

5 月 1 0 1］ 0 8 ．4 迅 ・9 6 1・1 劇 ．9 353 8 月　 6 日

4月皿8－5月10日の各播種期では結球円の花室伸長

の為鮨球緊度がゆるく．上物率朋一亜％で秘めて少なく

又腐敗が多発した（諮％－虻％日．従って玉ちしやの春

作で完全総和を収穫でさる操粗期は2月下旬－4月上旬

であ少それ以降の払種では球円抽苔，腐敗等血障害が多

く威力安全栽培が由私と考えられる．

a　秋作の緬種期と晶蝕に馳する試鹸

（】三拓1年度の試験）

11）　白田と二方法

玉ちしやの夏蒔秋種の可能性について検討するためグ

レイトレイク86　を供し7月通日－8月旭日の期間に畑

日毎4担」の鈷種期を説け畑省，絵種皮について調査した．

1度試練供試，2区制で実施し耕種法は組付距廠1釦戊

2条庖とし他は試験1と同一．

必　試験鮨束と考祭

表8　搭程期別の推古．結球程度

払 社　 朋 抽　 台 琢 円拇 苔 半　 結 球 未　 結 球 一旦 ＿昼

7 月 1 5 日 63・9 ％ 32 ・0 ％ 0　 ％ 0　 ％ 2 ．8％

7 月 2 5 日 二は・5 0 鶴．4 ‡汀．5 U

8 月　 5 日 11・1 U 4 7．8 4ト7 0

8 月 1 5 日 0 0 0 100 U
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試験結果の政孝は衷畠の地少で，7月15日緬ではヤゝ

結球体勢に進んだが▼その後結和楽4－5枚の頃から北

塾の伸長が細められ畑苔蝕％，球円瑚酋詑％で充分な鮨

球を収穫することが出来なかった．7月公出揃では平均

気ねは℃涌后の9月中旬唄走は生白が脱調であったがそ

の後低温の為生育が蓮延し完全結球は収穫で重なかつ7こ．

8月5日払でも7月訪日拓と略刷様の生育経過をたど少

完全転球は収録出来なかった・8月旭日庵では展馳集9

枚以降低温の為生育進まずそのまゝ也冬した．

（騨2年鹿の試験J

u）目的と方法

前年度の結果から早揃では早期抽畜し蓮緬では生育後

半に於いて政姐の為生肯遅延し不完全結球に終ることが

明らかに欣ったむで早生品種の使用及びビニルトンネル

衰4　　収　穫　の
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栽培による真偽枚種の可能性について検討する為ペンレ

イク池3品柚を供して7月は出から10日かき3回の播種

期を設け撼格栽乱ト／ネル知培（ビニル後援は平均気

温が遁℃を降る10月5日よ少如1始）別に抽獣生育経過

にっいて調査した・1良雄抹供試2区制で実施し耕桂法

は前年巌と山一

¢）試験結果及考察

7月15日払種では三品種とも播種卯日頃に全株柚酋し

た・7月訪日格の露地栽培ではベンレイクは銭亀釦日后

頃工少結球が始まカ全株完全扁球を収恕することが出米
た．

クレイトレイク6扮．弧は転球体勢に入るのが趣く以

后低温の為結球進ぜず始んど不完誓結球に終った．

内　訳

播　 礫壷　期 品　　　　　　　 種
ビ．三三ノレ

奴 覆 抽 苔挙
棟 内

花車長
半結球 腐敗率 収穫率 上物 率 飯塚率 収　 穫　 期

7月 1 5 日

7月2 6 日

8月 5 日

ベ　 ン　レ　 イ　 ク 無 1∞％
l刃

7・5

0　 ％ 0　 ％ 0　 ％ ％

100

g

飢 1 0 月1 6 日

クレイ トレイク6⑳ 敏 l心 0 0 0
ク レイ トレイク讃賂 抜 1∝l 0 0 0

ベニ　ン　 レ　イ　 ク
無被覆 0 0 8．0 釘．1

破　 農 7，4 14．8 0 m ．8 糾）．4 72．7 尉2 1 0 月1 8 日

グ レイト　レイク68）
無被捜 8．7 4．0 8．7 14．4 8ト8 0 勤
被　 覆 2・6 9．0 8・3 18．1 嘘．6 0 446

クレイ トレイク娠
無被捜 7 ． 4・4 15，5 8．5 ‘凱0 0 6 11
敏　 親 釦．8 8．8 18．1 13．9 47・2 U 451

クレイト　レイク（伊 敏　 枝 0 12．5 5．6 82．0 0 279
ク レイ トレイク866 敏　 捷 0 j丑・2 5・6 72・2 0 花5

ト／ネル寂増では露地に比べトンネル円の気由は若干

高めに経過したが結球期の適温である17℃前厄を確保す

ることが出来ずクレイトレイクー瀞，肺は完全結球を収

穫することが出光なかった・ベンレイクでは球円の花茎

伸長が進み転嫁緊鹿が不良と威力又屈奴が多く放る．

▲　′軋臨諦穫栽培に関する試験

くり　目的と方法

秋捺した玉ちしや由が飽冬生存することが顔祭されそ

の生存率は緬准期t鹿冬前の歯令）横雪の有擁，械雪期

間の長短等と朗係があることが弛められたので庖冬生存

率の良い緬撞適期を鉄索すると共に緬棟期と関座した也

冬前の由の糸賀と飽冬生存率との幽係を朗らかにする為

晶瞳クレイトレイク訣裕を供して9月通日－9月那日の

期陶に5日毎．5回の緬撞期を改けて越冬生存率，越冬

前の臼の素質について挟対した．1区別株供武8区制で

実施した．

¢）試験絵朱及び考祭

越冬生存率は衣古に示す通力で播種期が遅れ也冬前の

由令が小さく戚る忙つれて越冬生存率が大きく成ってお

力9月訪日，知日楢の生存率は四・6－81・5％で越冬直前

の歯の大きさは展菓教で8・2－6・4枚であったく表6ト

表5　玉ちしやの越冬生存牢（％）

播 種 勘 区 ・ ．1 β C 平　　 均

9 月 1 0 日 6 1 ．1 ％ 訪 ．6 劇 ．4 B ・7

9 月 1 5 日 5 3 ．7 6 4 ．8 塊 ．8 6 1，1

9 月 2 0 日 鎚 ■7 旬 ．6 7 2 ．2 7 2 ．8

9 月 2 5 日 釦 ．7 Ⅵ）4 7 7．8 7 9 ．6

9 月 3 0 日 9 0 ．7 7 0 ．4 】　 83 ・8 ＆ ・5

衷6　詰越冬直前の状態Ⅲ

緬 増 期

展　　 秦　　 教
未 見 素 敵 【

最　　 大　　 集 l 垂　 径 生 体　　 重

着　 素　 数 落　 葉　 数 ク　　　　　 テ ヨ　　　　　　　 コ 地　 上　 部 横　　　 軸

9　 月 1 0 日 8 ・9 枚 4 ・4 枚 7 ・4 秋 止 ・1 11 9 8 1∬ 1 ．8 （虞 麗 ・O g 6 ・O g

9　月 1 5 日 6 ．4 8 ．9 7 ．1 10 ．4 8 ．4 1 ・1 ：8 ．8 5 ．0

9　月　 2 0 ヒl 5 ．6 4 ．0 5 ．1 6 ．4 4 ．5 0 ．6 6 ．3 2 ．0

9　 月　 2 6 日 5 ．8 2 8 4 ．1 5 ．2 8 ．8 0 ．5 8 7 0．6

9　 月　 8 0 日 8 ．9 2 ．6 4 ・0 4 ．8 2 6 0 ．4 1．7 0 ．5
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表7　由越冬直前の状態¢）

播 種 期

乾　　　　　 物　　　　 重　　　　 率 可　 浴　 性　 全　 額 還　　　 元　　　 額

葉 垂 直　 税　　 部 垂　　　 直 椒　　 哉i 垂　　 径 直　 根　　 部

9 月 1 0 日 12 ・4 ％ 劫 ・06 ％ 19 ．沼＝％ ト05 ％ 0 ・9 5 ％ 0 ・劫 ％ 0 ．が ％

9 月 1 5 日 12 ・5 迫．古1 迫．⑳ 1．04 1．03 0 ・三） U ．22

9 月 2 0 日 14 ．9 】占．49 19 ，盤 ト止 1 ．（お 0 ・一蛤 0 ．が

9 月 2 5 日 14 ．3 15 ．訂 19 ．15 0．g 7 0 ．5好 0 ．46 0 ．兆

9 月 8 0 日 14 ．7 18 ．50 19 ．55 0 ．85 0 ・田 0 ．47

越冬前の宙の乾物重率．地分について調査した結果は　れて多くなっており越冬生存率と由令の差異による還元

表7の泡カで垂部の乾物重率は播種勅が趣れ宙令が小さ　槍含量との個に一定の関係が憩定される・

いもり捏小さく放少遠元塘含量では播種期が遅れるにつ

表8　収穫結球の大きさ

播　 種　 期 ．総　　　 重 結　 球　 重 ．
兼　　　　　　　 訝 花　 室　 長 L垂　　 径

外　　　　 菓 結　 球　 菓 未　　 鹿　 妻

9 月 1 0 日 9 46　g 亜 g 迫4 枚 16・9 枚 ば ．6 枚 4．5 1力
；　　 8 ・4 （瓜

9 月 1 5 日 8】9 4細 9 ．8 堪・5 11．2 8 ．8　　　　　　 8 ・2

9 月 2 0 日 7（セ 亜 7．5 18 ．9 11 ．1 3 ・8　　　　　　 3 ・1

9 月 2 5 日 ●
囁 7 8 14 ・5 10．7 3 ．6 1　　　　 3．2

9 月 8 0 日 泌 4亜 8．4 14．9 10 ・9 8 ．9　　　　　　　 3・2

衷9　収槌期．佃苔，腐放率

播 種 期 収　 穫　 期 抽　 苔　 率 腐　 敗　 寧

9 月 1 0 日 6 月 7 日 3 ・7 ％ ■　　 6．0 ％

9 月 1 5 日 6 月 6　日 1．3 16 ．1

9 月 2 0 日 6 月 8　日 0 14 ．2

9 月2 5 日 6 月 9 日 0 11 ．8

9 月 8 0 日 6 月 9　日 0 3 ．7

結球の収穫状況は衰8．9の通りで越冬生存率の良い

9月訪日，釦日払のものは収穫勘が6月上旬と成少抽苔

せず緊鹿の良い結球を収穫することが出来た・

与．　秘　　　　　話

玉ちしやの本煉地方での栽培法を明らかにする為そり

作型．適品種について検討した・

1　玉ちしやの春作の通風薩はクレイトレイク訣拓　で

晩期畠性で結球お腹が良い・

え　玉ちしやの春作で完全結球を収穫できる播種期は

2月下旬－4月上旬でその収穫期は6月上旬－7月中旬

である．

a　立ちしやの秋作に道する品種はべ／レイクでその

緬種期は7月下旬で収穫期は10月中旬である・

亀　玉ちしやの鉄線春鎚栽培で越冬生存率の鼓とも良

い播種期は9月下旬で生存準約釦％であわぬ冬直前の歯

の大きさは展葉教6・4－6・2枚で結糠の恢恕知は6月上旬

であった．・

甘藍「東北4号」の育成経過ならびにその特性概要

佐藤　　　勇・・中川春■一一・逸見俊五

（園試盛閲支掘）

1．　緒　　　　曹

東北の甘艦は出荷用又は脇冬用そ采として重妾なもの

であり．再和訂年度の統計によれば作付面魂は5，aO町歩

姐刀0トンに達している．栽培棟式は呑廃と秋廃と忙分

けられ，呑緬用品坤の中では「南部甘藍」の占める割合

も少なくない．しかるにこの品種は一般に．病虫害に強

く栽培管理も挫めて谷易を上貯蔵性噸送性のある反面，

炭質が黒く市場性に乏しい欠点がある・

この点の改良を目的として1鋸6年以降農林省古川農事

改良実験所岩娼試験地で，過61年以降泉北農試温芸紬で・

旭61年以降幽試盛馳支劇作おいて向糸繁殖並びにネ和合

性利用に上る品種両一代線種の佳良組合せを検索してい

たが，一応秋期の臼的な逢した組合せを見出したので甘

藍「泉北4号」の系統名をつけて普及することにした・

こゝ忙その育成経過と特性の概要を発表する・この試験


